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１　はじめに

　マレーシアは、若年層の増加や経済成長による所得の増加により、今後、牛肉の需要は増加
傾向で推移すると見込まれる。一方、肉用牛産業は、気候、草資源の確保などの問題から、当面、
大きな発展は期待できそうにない。こうしたことから、輸出が解禁された場合、ハラール認証
の取得という困難を伴うものの、日本産牛肉の市場参入の可能性は十分にあると思われる。

マレーシアは、日本の約９割にあたる約

33万平方キロメートルの国土と日本の約２

割にあたる3099万人（2015年）の人口を

有する。他の東南アジア諸国と同様に人口は

増加傾向にあり、2040年には3860万人に

達すると見込まれている。人口構成を見ると、

30歳未満の若年層が約５割と日本の３割弱

に比べ多く、生産年齢人口（15歳～64歳）

の割合が65.7%と高い。

また、経済成長により2014年の１人当た

りの国民総所得（ＧＮＩ）は１万1660米ド

ルと、東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）の

中では、シンガポールおよびブルネイに次い

で高い水準にあり、2020年に１万5500米

ドルに増加させ、先進国入りすることが国家

目標として掲げられている。

こうしたことから、若年層や中間上位層・

富裕層の増加に伴い食習慣が変化し、今後、

食肉、特に牛肉の需要は増加傾向で推移する

と見込まれる。本稿では、今後も生産年齢人

口の増加が続き経済発展の余地が大きいマレ

ーシアについて、現地調査に基づき、牛肉の

需要面を中心に報告する。なお、本稿中の為

替レートは、１マレーシアリンギット（Ｒ

Ｍ）＝ 24円および１米ドル＝ 102円（９月

末日の参考相場：24.42円、ＴＴＳ相場：

102.12円）を使用した。

特集：世界の牛肉需給と肉牛・牛肉産業の状況

マレーシアの肉用牛産業の現状と見通し
～日本産牛肉の市場参入の可能性～

調査情報部　国際調査グループ

【要約】
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マレーシアは、マレー系62%、中華系

21%、インド系６％、その他11%から成る

多民族国家であり、食肉の消費にも民族構成

が大きく反映される。主にイスラム教を信仰

するマレー系は、豚肉の摂取は禁忌とされて

いる。中華系は、中華料理を基本とする食文

化で基本的には宗教的な禁忌はない。インド

系は、ヒンドゥー教の教えから牛肉をはじめ

肉食を避ける傾向がある。

最も消費が多い食肉は家きん肉（鶏肉、鴨

肉（duck）など。以下同じ。）である（表１）。

家きん肉は最も安価であり、宗教的な制約も

少なく、１人当たり消費量は増加傾向にある。

家きん肉に次いで消費量の多いのは豚肉で、

イスラム教徒を除く実質的な消費量は家きん

肉の約４割（2015年）に達するが、近年は

減少傾向にある。牛肉については、消費量は

最も少ないが、伸び率は所得の向上を反映し

て最も高くなっている。

国内の食肉産業は、このような消費の特徴

を反映し、家きん肉と豚肉が中心となってお

り、いずれもほぼ自給を達成している。一方

で、牛肉の自給率は23.5%にすぎず、輸入

に大きく依存している。

図１　マレーシアの地図

首都クアラルンプール

スランゴール州

ケランタン（クランタン）州

ケダ（クダ）州

２　マレーシアにおける牛肉の位置づけ
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表２　肉用牛・水牛の飼養頭数

資料：マレーシア農業・農業関連産業省獣医サービス局（ＤＶＳ）
　注：2015年は予測値

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
肉用牛 768,710 744,377 751,497 746,783 752,032
水牛 128,205 124,985 123,646 121,259 121,504
合計 896,915 869,362 875,143 868,042 873,536

（１）牛の飼養動向

肉用牛飼養頭数は、2011年に約77万頭

であったが、2012年以降は75万頭前後と

横ばいで推移している（表２）。また、役畜

として供される水牛も牛肉の供給源となって

いるが、農業の機械化の進展で飼養頭数は減

少傾向にある。

表１　主要食肉の１人当たり消費量および自給率

資料：マレーシア農業・農業関連産業省獣医サービス局（ＤＶＳ）
注１：豚肉の下段の数値は、年間の豚肉消費量を非イスラム教徒人口で除して得られた値。
　２：2015年は予測値。

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2015/2011
(増減率)

１人当たり
消費量（㎏）

家きん肉 43.6 44.4 46.5 49.8 50.7 16.3%

豚肉
8.4 7.7 7.5 7.5 7.5 ▲10.7%

21.0 19.1 18.7 18.8 18.7 ▲11.0%
牛肉 5.8 6.2 6.7 6.9 7.1 22.4%

自給率
家きん肉 105.4% 104.9% 104.9% 104.3% 104.5% ─

豚肉 102.0% 96.7% 96.9% 95.7% 94.6% ─
牛肉 29.2% 28.3% 25.7% 25.3% 23.5% ─

３　牛肉の供給

（単位：頭）

肉用牛の主な品種は、在来種のケダ・ケラ

ンタン（注１）（以下｢ＫＫ｣という）、ブラーマン、

ドラウトマスター、これらとＫＫとの交雑種

となっている。飼養形態は、日本のような母

牛を飼育し子牛を生産する繁殖農家と、その

子牛を購入して肥らせる肥育農家といった分

業スタイルは少なく、プランテーションで下

草を食べさせる粗放的な一貫経営が主流であ

る。マレーシア農業・農業関連産業省獣医サ

ー ビ ス 局（Department of Veterinary 

Services、 以下｢ＤＶＳ｣という）は、粗放

的な飼養として、オイルパーム（アブラヤシ）

園と牛の生産を組み合わせた複合経営を推奨

している。その背景には、パーム油産業の優

位性がある。パーム油は、農産物輸出額の約

２分の１を占め、マレーシアを代表する農林

水産物として外貨獲得に貢献している。国土

の62%が森林で、農用地は23%（永年作物

地（オイルパームやゴムのような樹木）

20%、耕地３％）（2012年）と限られる中、

収益性の高いオイルパームが他の耕種作物に

比べて優先される。
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ＤＶＳは、オイルパーム園での放牧が、牛

にとっては園内に自生する下草が飼料にな

り、オイルパーム園にとっても下草刈りに要

するコストを年間に最大で72%まで削減で

きる上、除草剤の購入費を低減できるなど、

双方にメリットがあるとしてその普及に力を

入れている。しかし、現地調査したスランゴ

ール州では、牛の放牧地として利用できるオ

イルパーム園のうち実際に放牧利用されてい

る面積は２割にとどまっており、飼養頭数の

増加を後押しするまでには至っていない。こ

の他に、米国や豪州のフィードロットのよう

な集約的な経営を行っているところもある。

今回調査した農場では、ブラーマンを24カ

月齢程度の肥育もと牛として豪州などから導

入し、オイルパームからパーム油を抽出した

残さなどを給与して３～６カ月齢程度肥育し

た後、出荷している（写真１）。

（注１）　 西マレーシアの北部ケダー州、ケランタン州を中心に飼

養されているゼブー系の品種で、四肢は短く、コンパク

トな体型。強健で風土への適応性が強く、特に繁殖能力

に優れ、暑さにも強い。

（２）牛肉の生産

牛肉生産量は、増加傾向で推移しているも

のの、その伸びは、消費量の伸びを大きく下

回っている（表３）。現地の専門家は、今後

も大きな増産は見込めないとし、その要因と

して、気温が高く高能力牛の飼養に適さない、

草資源の確保が不十分、政府の生産振興が積

極的ではない点を挙げている。マレーシアは

30度を超える日が多く、この気候に適して

いるのは耐暑性のあるＫＫなどの在来種のみ

であるが、これらの品種は24カ月齢で生体

重350キログラム程度と、他の品種に比べ

て増体重が劣る。ＤＶＳは、耐暑性に優れ、

増体も良い豪州産ブラーマンとの交雑プログ

ラムを実施したり、ネピアグラス（イネ科の

多年草）などを増やしたいとしている。しか

し、国家経済の中期計画である第11次マレ

ーシア計画（2016 ～ 20年）の中で自給率

向上は触れられているものの、それを実現さ

せるための具体策は記載されておらず、

2006年のビーフバレー計画（注２）のような具

体的な増産計画は、今のところ打ち出せてい

ないという。

 
（注２）　 第９次マレーシア計画（2006 ～ 10年）には牛肉の自

給率向上が盛り込まれ、同計画に基づき、大規模な飼育

施設などを導入するなどし、肉用牛の生産振興を図り、

2010年までに自給率３割を目標としたビーフバレー計

画が策定された。

写真１　�フィードロットでの肥育�（ブラーマ
ン（白色）、交雑種など）
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表３　牛のと畜頭数および牛肉の需給動向

資料：マレーシア農業・農業関連産業省獣医サービス局（ＤＶＳ）
注１：枝肉重量ベース。
　２：水牛および水牛肉を含む。
　３：2015年は予測値。
　４：輸入量および輸出量は2014年と2011年の比較。

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2015/2011
(増減率)

と畜頭数 122,545 130,539 133,700 146,791 145,895 19.1%

生産量 48,835 51,277 51,715 52,857 50,493 3.4%
輸入量 128,046 134,032 153,992 164,612 ─ 28.6% （注４）
輸出量 4,254 3,831 4,174 8,361 ─ 96.5% （注４）
消費量 167,388 181,479 201,533 209,108 214,866 28.4%

（単位：頭、トン）

（３）牛肉の輸入

牛肉の輸入量は、牛肉の消費量とほぼ同じ

割合で増加しており、消費の伸びを支えてい

る（表３）。輸入量のうち８割はインドから、

残り２割弱は豪州を中心とする他の国からと

なっている（図２）。インドから輸入される

牛肉は全て水牛肉である。また、大部分は冷

凍で輸入され、2015年で見ると、輸入牛肉

の98.5%が冷凍品で、残りの1.5%は冷蔵品

である。冷凍品は79.1%がインド産水牛肉

で、次いで豪州産が12.6%、ニュージーラ

ンド（ＮＺ）産が6.3%と続き、冷蔵品は、

豪州産が91.2%と輸入量の太宗を占めてい

る。

生体牛は主に豪州などから輸入されてい

る。このうち、繁殖用雌牛などは家畜商を通

じて小規模農家などに販売され、肥育もと牛

は大規模農家（フィードロット）を中心に販

売される。

図２　国別牛肉輸入量の推移

資料：｢Global Trade Atlas｣
注１：水牛肉を含む。
　２：製品重量ベース。
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写真１　オイルパーム園での放牧（品種は、
褐色がＫＫ、白色がブラーマン、濃茶色が交
雑種）

写真２　給餌用の牛舎での飼料給与（飼料は
泥炭状のオイルパーム核粕）

コラム　オイルパーム園と肉用牛の複合経営の事例：Siti Anisah binti Amat Bukari氏

　Bukari氏（39歳）は、クアラルンプール市内から約80キロメートル、車で約１時間離れたス

ランゴール州にオイルパーム園を所有し、2008年から牛を飼養している。妻と子供（７人）が

いるが、肉用牛の管理は従業員（１名）が担当している。オイルパーム園の面積は100エーカー（約

40ヘクタール）で、農地（約10エーカー。給餌用の牛舎２棟の用地を含む。）を除く90エーカー

で牛を放牧している。25頭から開始し、現在100頭を飼養している。品種はＫＫ、ブラーマン、

ブラーマンとＫＫとの交雑種となっている。マレーシアでは普通であるが、除角、去勢を行って

いない。また、雌牛については、１年１産するＫＫの場合は通常５産で、２年１産のブラーマン

の場合は８産したら出荷する。人工授精は行っていない。

　飼料は、園内の下草やオイルパームの葉（粉砕したものと木から落下したもの）を自由採食さ

せている。そのほか、近隣のパーム油工場から１トン当たり30ＲＭ（720円）で購入したパー

ム核粕（パーム油を抽出した後の実の残さを泥炭状したもの）を、牛舎で週２回（水、金）与え

ている。この残さは、自ら所有するオイルパーム園で収穫した実が原料となっている。高タンパ

クではあるが、ビタミンなどの添加は一切されていない。さらに、補完的にパーム・カーネル・ケー

キ（ＰＫＣ。パームオイルの搾油粕を粉状やペレット状にしたもの）を与えている。

　安価で栄養価の高い飼料を与えているため、一般的な農家が購入する50キログラム袋のペレッ

ト状の配合飼料（糖蜜、カルシウムパウダーなどが添加。40ＲＭ（960円））と比べ、低コストとなっ

ている。牛は全て地域の購買者へ相対取引で販売しており、自然交配のため月齢は管理されてい

ないが、調査に同行したＤＶＳ職員によると、平均24カ月齢、300キログラムになったら売り

に出される。購買者が農園まで足を運び気に入った牛を購入する仕組みとなっており、１頭平均

3500ＲＭ（8.4万円）で売買されている。

　牛の放牧を始める前、下草刈りは行っていなかった。牛の飼養を開始したのは、牛の売却によ

り現金収入が得られるという単純な動機であり、これ以上の増頭計画は今のところないとのこと

だが、購買者から一定の評価が得られ収益が増加すれば、広大な敷地から見て十分に頭数を拡大

できる可能性が感じられた。
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（４）牛肉の流通

生産者から出荷された牛は、家畜商を通じ

てと畜場に搬入され、と畜処理された後、直

接または卸売業者を通じてウェットマーケッ

ト（生鮮市場）、小売店、量販店（スーパー

マーケット）などに卸され、そこから牛肉が

消費者に届けられる（図３）。豪州産牛肉は、

主に量販店などで販売されるのに対して、イ

ンド産水牛肉や国産牛肉の最大の流通チャネ

ルは、卸売業者を通じたウェットマーケット

になる。

図３　一般的な牛肉の流通経路

資料：聞き取りに基づきAlic作成

　　

小規模農家、
ｵｲﾙﾊﾟｰﾑ型放牧

大規模農家
（ﾌｨｰﾄﾞﾛｯﾄなど）

輸入業者輸
入

国
産

家畜商 と畜場
（常設、臨時）

ウエットマーケット
（生鮮市場）

食肉加工場

小売店

量販店

ホテル、レストラン等
（冷蔵・冷凍肉（インド、豪州産など））

卸
売
業
者

生体
牛肉（枝肉・精肉など）

（肥育もと牛（豪州産など））

３～６ヵ月程度肥育し
た後、出荷

（繁殖雌牛（豪州産など））

直接、ｳｴｯﾄﾏｰｹｯﾄなどに
卸されることもある。

と畜は、ＤＶＳの認証を受けた施設でハラ

ール処理により行われる。ラマダン明けなど

祝祭シーズンの需要期には、モスクに隣接し

た臨時施設でと畜されることも多い。この場

合もＤＶＳの許可が必要となる。現地の専門

家によると、このような合法的なと畜とは別

に、オイルパーム園などで放牧中の牛が夜に

盗まれ、ＤＶＳの関知していない非公認のと

畜場で処理され、市場に出回ることもあると

のことである。

今回調査した民間のと畜場は、ＤＶＳに認

定された常設の施設で、ＤＶＳ職員の立会い

の下、午前中にと畜処理を行っているという。

このと畜場では、イスラム教の教えからノッ

キングなどの気絶処理は行わず、ロープで支

柱に牛を固定し、うつ伏せにした状態で喉元

を切り失血死させた後、衛生およびハラール

処理上、床面に絶対に接触させないようワイ

ヤーで吊り上げ、皮はぎ、内臓摘出、背割り

などの工程を経て、枝肉を冷蔵室の中で24

時間冷却させる（写真２～４）。枝肉は、脱骨、

整形処理を行って、卸売業者に出荷するほか、

所有する加工場で精肉やハンバーガー・パテ

などの加工品を製造し、直営店やウェットマ

ーケットで自ら販売していた。

日系量販店の担当社によると、牛肉の仕入

交渉については、日本とは異なり、小売業者

より卸売業者などのサプライヤーの方が強

く、取引価格の基準となる建値も存在しない

ため、ほぼサプライヤー側の言い値で供給さ

れている。
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写真２　�と畜場内部（放血場。支柱に牛を固
定し失血死させる。1日当たり平均処
理頭数15頭）

写真３　�と畜場内部（懸垂装置。ワイヤーで
吊り上げ解体を行う。）

写真４　と畜場内部（冷蔵室。枝肉を保管）

（１）牛肉の消費動向

前述の通り、牛肉の消費量は年々増加傾向

にある（表１、３）。牛肉の消費は、経済発

展に伴う所得の向上により中華系やマレー系

の中間上位層を中心に購買力が上昇するため

増加するとみられる。牛肉の消費に影響を与

える要因について、同国での状況は以下のよ

うになっている。

ア　牛肉の価格
牛肉の価格は、国産牛肉がインド産水牛肉

のおよそ２倍となっている（表４）。店によ

って購買層が異なり、販売される牛肉の種類

も価格もさまざまであるが、豪州産が一番高

く、次いで国内産、インド産はその下に位置

付けられる。なお、政府は、製造者や流通業

者などによる不当な搾取や価格のつり上げを

防止し、消費者が手ごろな価格で商品を購入

４　牛肉の消費動向と日本産牛肉の市場参入の可能性
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できることを目的として、鶏肉や豚肉を中心

に小売価格を統制する制度を実施している。

牛肉についても、イスラム教徒の牛肉消費が

増える年２回（ハッジ（メッカ巡礼）とラマ

ダン（断食）明けの祝祭シーズンの需要期）、

低所得層が主に購入するインド産水牛肉と国

産牛肉を対象に同制度を実施している。

前述の通り、輸入量のほぼ全てが冷凍品と

なっているが、実際に量販店の冷凍ケースに

陳列されていた輸入品は、レバーやテイルな

ど内臓肉やくず肉が中心であった。マレーシ

アでは解凍品が｢冷蔵｣と表示され販売される

ことが多いように感じる。

表４　牛肉の小売価格

資料：マレーシア農業・農業関連産業省獣医サービス局（ＤＶＳ）、クアラルンプール市内の市場調査（2016年８月22～25日）

区分 部位 形態
価格（RM/㎏）

調査地 主な購買層円換算
（円/100g）

国産牛肉 − − − 26.1 63 （ＤＶＳが2014
年平均価格とし
て公表）

−

輸
入
牛
肉

インド産
水牛肉

− 肩 − 15.2 36
− もも − 14.0 34

冷蔵
肩 ブロック 19.0 46 外資系（香港）

量販店
低所得層のマ
レー系− ひき肉 15.0 36

豪州産
牛肉 冷蔵

もも スライス 66.9 161
日系デパート 富裕層

サーロイン スライス 129.0 310
肩 ブロック 38.9 93

日系量販店 中間上位層の
中華系もも キューブ 49.9 120

肩 ブロック 46.0 110 外資系（香港）
量販店

低所得層のマ
レー系もも ブロック 45.0 108

豪州産
ＷＡＧＹＵ 冷蔵

サーロイン ステーキカット 465.9 1,118 地場系量販店
中間上位層の
日系、中華系、
マレー系

サーロイン ステーキカット 499.9 1,200 日系デパート 富裕層

豪州産
内蔵肉 冷凍

肝臓（レバー） ブロック 9.0 22 外資系（香港）
量販店

低所得層のマ
レー系尾（テイル） ブロック 33.9 81

写真５　�インド産水牛肉（冷蔵、肩肉、ブロ
ック）

写真６　豪州産牛肉（冷蔵、肩ブロック）
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写真７　�豪州産ＷＡＧＹＵ�
（冷蔵、サーロイン、ステーキカット）

イ　消費者の嗜好
マレーシア人は、共働きの世帯が多く外食

を好む習慣があり、量販店などでは、購入し

た商品をその場で食せるようイートインスペ

ースを設けているところが多い。また、味付

けは、濃いものや甘いものが好まれる。カレ

ーや鍋料理のスチームボードなどの煮込み料

理がマレー系の伝統料理であるため、ウェッ

トマーケットや量販店などでは、日本のよう

なサシの入った牛肉ではなく、肩やももなど

赤身の部位が多く販売されている。中間上位

層向けなど一部の量販店を除いて、豪州産の

穀物肥育牛肉、牧草肥育牛肉も棚を分けずに

同じ棚で販売されていた（写真８）。マレー

シアでは、伝統的に常温こそが新鮮であると

認識され、冷凍は不衛生なものというイメー

ジが浸透しているため、インド産水牛肉や国

産牛肉は、常温販売されるウェットマーケッ

トが最大の流通チャネルであるとのことであ

る（写真９）。

写真８　�豪州産穀物肥育牛肉（冷蔵、ブロック） 写真９　�ウェットマーケットでの牛肉の販売
風景

ウ　牛肉の購買層
マレーシア統計庁によると、民族別の世帯

月収は、中華系が最も高いものの、2014年

世帯月収は、2009年と比べて全ての民族で

大幅に上昇している（表５）。また、年間可

処分所得が３万5000米ドル（357万円）を

超える富裕層の人口はＡＳＥＡＮ諸国の中で

最も多い上、１万5000米ドル（153万円）
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超３万5000米ドル（357万円）以下の中間

上位層の割合が約６割を占めるなど、高・中

所得者層が厚いとされる。

こうしたことから、マレー系と中華系の上

位層は、豪州産ＷＡＧＹＵなど高価格帯の牛

肉をデパートや高級量販店で購入する機会も

あると思われる。しかし、中間層の世帯月収

は、上位層の半分にも満たないことから、国

内産、豪州産、インド産を量販店やウェット

マーケットで価格に応じて選択して購入し、

これより下位層は、主にウェットマーケット

でインド産や国内産を購入しているとみられ

る。

（２）和牛進出の可能性

日本からマレーシアへの食肉（肉類・肉の

加工品）輸出は2016年10月現在、動物検

疫上の理由で不可能であるが、牛肉について

は、解禁に向けて両国間で協議中である。解

禁となった場合でも、日本の牛肉処理施設は、

政府機関であるマレーシア・イスラム開発庁

（以下｢ＪＡＫＩＭ｣という）が認定したハラ

ール認証機関（宗教法人日本ムスリム協会お

よびＮＰＯ法人日本ハラール協会）によるハ

ラール認証やＤＶＳとＪＡＫＩＭの承認（書

類審査、現地監査）を得る必要が生じると想

定される。（写真10）

イスラム教では、豚やアルコール飲料など

の摂取は禁忌とされ、生産から流通、販売ま

での全ての過程で、いかなる時もそれらの物

と混ざりあってはならないとされる。認証後

の監査で、ルールに従っていないことが判明

すると、認証を取り消される場合もある。し

かし、マレーシアのハラール認証制度はイス

ラム圏でサウジアラビアに次ぐ高い評価を受

けているため、ハラールの拠点（ハブ）とし

て同国に進出し、中東イスラム圏にも輸出し

ている日系食品企業も複数存在する。

寿司やラーメンなどの日本食はタイ料理に

次いで人気のある外国料理であるという。日

本食を食べるマレーシア人の中心は、所得の

高い中華系であるが、最近ではマレー系の間

でも日本食への関心が高まっているとされ、

中間層以上であれば月に１、２回は食べに行

ける程度の所得帯になってきている。さらに、

牛丼などの日本の多くの外食チェーンが進出

表５　民族別階層別世帯月収

資料：マレーシア統計庁

中華系 マレー系 インド系

2014年
2009年比
増減率（%）

2014年
2009年比
増減率（%）

2014年
2009年比
増減率（%）円換算 円換算 円換算

上位層 17,981 431,544 48.0% 12,630 303,120 40.7% 14,605 350,520 49.4%
中間層 7,049 169,176 54.6% 5,190 124,560 58.6% 5,646 135,504 58.2%
下位層 3,127 75,048 64.8% 2,367 56,808 82.1% 2,672 64,128 72.7%

写真10　�ＪＡＫＩＭの認証マーク�
（量販店の牛肉加工品）
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５　おわりに

しており、日本ブランドのイメージも良いた

め、ハラール認証を得るには困難を伴うが、

｢価格が折り合えば、日本産和牛肉がマレー

シア市場に浸透する可能性は十分ある｣とす

る声が現地の関係者の間で多く聞かれた。ま

た、量販店など消費者に直接販売する場合は、

日本産和牛肉が得意とする焼肉、しゃぶしゃ

ぶ、すき焼き用にカットするだけでなく、レ

シピの配布や店頭での試食など、食べ方を含

めて提供する必要があるとする業界関係者の

意見もあった。

マレーシアの肉用牛産業は、気候、草資源

の確保や振興政策などの問題から、当面、大

きな発展は期待できそうにない。一方、人口

の増加と所得の向上から牛肉消費量の増加が

見込まれるため、今後、輸入依存が一層高ま

っていくとみられる。

日本からマレーシアへの牛肉輸出には、家

畜衛生条件の締結に加え、ハラール認証取得

という困難を伴うものの、そのハードルを超

えることができれば、これまで接点のなかっ

た新たな購買層を開拓できる可能性が生まれ

る。量販店やデパートのほか多数の日本食レ

ストランが進出し、日本食のブランドの認知

度は既に高いため、価格を気にしない一部の

富裕層を主なターゲットとして和牛のビジネ

スチャンスは十分にあると思われる。

（青沼　悠平、瀬島　浩子）


